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Ⅰ．問題と目的

　国による少子化対策として実施される子育て支援策

には、仕事をもつ保護者が子育てと仕事を両立しやす

くするための支援が中心であり、家事・育児に専念す

る保護者に対する公的な支援は行われない傾向がある

（津田，2003）。このような中、平成20年の幼稚園教育

要領の改訂では、幼稚園が地域における幼児期の教育

のセンターとしての役割を果たし、子育てを支援する

ことが強調された。すなわち、幼稚園への通園の有無

にかかわらず、地域の親子の子育てを支援していくこ

とが園に期待されている。

　また保育所においても、平成20年の保育所保育指針

の改訂により、相談や助言といった子育て支援を、専

門機関と連携をとりながら実施していくことが明記さ

れた（武藤・民秋，2008）。すなわち、幼稚園・保育

所が子育て支援に果たす役割はますます高まってい

る。

　宮城県において杉山ら（2006）が実施した調査によ

れば、幼稚園・保育所の回答には、「地域が求めてい

る子育て支援が分からない」という意見が多い。すな

わち、保護者のニーズが分からない保育者が多いなか

で、子育て支援活動が行われている現状が見える。ま

た、杉山らの調査では、保護者を対象とした調査を

行っていない点で、課題が残る。

　青森県においても、少子化が急激に進み、核家族

世帯の割合が54.2％と地域のつながりが希薄化するな

か、子育て支援は大きなテーマの一つとなっている

（わくわくあおもり子育てプラン［青森県次世代育成

支援行動計画］，2005）。しかしながら、地域の子育て

支援のセンター的役割を果たす幼稚園や保育所におい

て、子育て支援を担当している保育者や、参加してい

る保護者に対するまとまった調査は行われておらず、

実態と課題を明らかにした先行研究は見られない。

　よって本調査では、幼稚園・保育所の子育て支援活

動に参加している保護者を対象にインタビュー調査を

行い、子育て支援活動に参加したきっかけやニーズを

捉える。加えて、子育て支援活動に参加していない保

護者に対してもインタビューすることで参加していな

い理由やニーズを聞きとり、より多くの保護者が参加
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しやすい子育て支援活動のあり方を探る（論文 (1)）。

　さらに、青森県内の幼稚園・保育所において実施さ

れている子育て支援活動の実態を、担当保育者への質

問紙調査によって明らかにする（論文（2）・（3））。

Ⅱ．方法

（１）調査方法と調査対象

　2008年12月に、弘前市内で就学前の子どもをもつ母

親11人を対象に、インタビューを行った。構造化され

たインタビューで、かつ母子同席の上面接を行ったた

め、一部回答してもらえなかった項目もあった（資料

参照）。

　母親の年齢は20代～40代で、ほぼ半数が仕事をして

いた（Figure.1・Figure.2）。出身地は弘前市内が7人、

弘前市以外の県内が2人、県外出身者は2人であった

（Figure.3）。子どもの年齢は0～6歳までで、2歳以上

の子どもの通園率が高かった（Figure.4・Figure.5）。
Ⅲ . 結果

【１】子育て相談

　保護者は「幼稚園教諭・保育士による相談」を特に

必要としているが、実際に相談している保護者は少な

かった（Figure.6）。「先生方も忙しいので深くは相談

できない」や「子どもを入園させていないため相談で

きない」など、多忙な保育者や、地域の保育施設の保

育者に相談することをためらっていた。

　「専門家による相談」も半数以上が「必要」と回答

したが、実際に相談したことのある保護者はおらず、

専門家とのネットワークが不足している（Figure.7）。

「子育ての専門家が近くにほしい」が、「保健センター

などの相談活動には、なかなか足が向かない」、「子ど

もを預けることができないため、専門家へ相談に行け

ない」との回答があった。

Figure.1　年齢

Figure.2　仕事の有無

Figure.3　出身地





































Figure.4　子どもの年齢

Figure.5　子どもの通園


















Figure.6　保育者による相談
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【２】子育ての講座・講演会

　保育者・専門家による講座の両方において、半数

以上が「必要」と答えた（Figure.8・Figure.9）。実際

に「保育者による講座」に参加したことがある保護者

もいたが、「専門家による講座」に参加したことのあ

る保護者はいなかった。専門家による講座について、

「青森では聞いたことがない」、「託児がないので、講

座に参加できない」との回答があった。

【３】子育て情報の提供

　子育て情報は回答者全員が「必要」と回答した

が、情報を入手している回答者は2人のみであった

（Figure.10）。「県や市でどのような行事があるか分か

らない」、「子どもが入園していないため、知る場所が

なく参加できない」、「スーパーの掲示板で情報を得て

いるが、その他の情報はほとんどない」など、情報が

十分に伝わっていなかった。

【４】幼稚園・保育所での公開保育

　公開保育の必要性は高く（Figure.11）、実際に参加

して ｢ 保育所で子どもが何をしているのか知ることが

できた」との回答があった。特に、弘前市以外の出身

者からは、｢ どこで公開保育を行っているのか情報や

宣伝が入ってこない ｣ ため、公開保育の情報提供を求

める声があった。

【５】父子交流

　父子交流の関心は高いが（Figure.12）、「なかなか

父子交流の場がない」との声が聞かれた。回答者は全

て母親であり、「父親にもっと育児に参加してほしい」

という意見が聞かれた。

【６】保育室開放・園庭開放

　保育室・園庭開放は、「子どもを連れて、家以外の

場所にも行きたい」という保護者からの要望が強かっ
















Figure.7　専門家による相談



















Figure.8　保育者による講座



















Figure.9　専門家による講座















Figure.10　子育て情報の提供

















Figure.11　幼稚園・保育所での公開保育

















Figure.12　父子交流
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た。保育室・園庭開放へ参加したことがある保護者は

半数以上で、「子どもを遊ばせる安全な場所」として

使用されていた（Figure.13・Figure.14）。

【７】食育を意識した調理実習

　食育への保護者の関心は高いが、参加者は少ない

（Figure.15）。

　離乳食を始めた保護者からも、「食育に関する知識

を学びたい」という希望があった。

【８】子育てサークル

　家の近くや子どもが通園する幼稚園や保育所に、子

育てサークルがあれば参加しやすいが、現状として

は、どの園にもこのようなサークルがあるわけではな

い。そのため、子育てサークルに参加したくても、参

加できない保護者がいた（Figure.16）。

【９】学童保育

　就学前の子どもをもつ保護者を対象としたため、

「将来的に、学童保育を利用したい」という保護者が

多かった。

【10】弟妹保育

　弟妹保育の利用者は半数近くおり、保護者は年齢が

上の子どもが通園している園で、下の子どもも保育し

てもらっていた（Figure.18）。

【11】行事参加

　行事参加は「必要」、「参加した経験がある」の両方

の回答で多かった（Figure.19）。「回覧板のお知らせ

を見て参加」したり、「ママ友だちが子どもを通わせ

ている園の行事に一緒に参加」していた。行事に関す

る情報は収集しやすく、積極的に参加している保護者

が多かった。













 

Figure.13　保育室開放


















Figure.14　園庭開放

















Figure.15　食育を意識した調理実習

Figure.16　子育てサークル

Figure.17　学童保育

Figure.18　弟妹保育
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【12】絵本・玩具の貸出

　絵本・玩具の貸出の必要性があると回答した保護者

は約半数で（Figure.20）、実際に「園で絵本やベビー

雑誌、CDなどを借りた」との声が聞かれた。しかし、

「保育所では貸出を行っていないため、図書館を利用

している」という保護者もいた。

【13】おしゃべりの場

　おしゃべりの場の必要性は高く（Figure.21）、「子

どもの年齢が近いお母さんたちの集まりの場がほし

い」や、「母親だけで集まるよりも、親子で集まる場

がほしい」との意見が聞かれた。県外出身者からは、

「県外から嫁に来たので、親同士の交流がしたい」と

の要望があった。　

【14】親子遊びの活動

　親子遊びの活動については、「子どもとできる手遊

び・からだ遊びを教えてほしい」や、「家の近くで子

育て活動がないため、近くの公民館などで行ってほし

い」、「平日は仕事をしているので、日曜・祭日に行っ

てもらうと参加しやすい」との要望があった。

　親子遊びの活動に「参加したことがない」回答者

は、その理由として「子どもが小さいので泣いたら困

るため」や、母親自身が「心の余裕がなかった」こと

を挙げている。

【15】園以外の場での保育

　園以外の場での保育は必要性が低いという特徴が見

られ（Figure.23）、保護者は幼稚園や保育所での保育

を望んでいた。

【16】子育て情報の入手方法（複数回答）

　子育て情報を、「幼稚園・保育所の園だより」や

「広報紙」から得ている保護者が半数以上であり、回

覧や掲示された紙面から情報を得ているという傾向が

見られた（Figure.24）。インターネットから情報を得

ている保護者は、「病気になったときに携帯で調べる」

と回答した。

　また、保護者間のネットワーク利用者は2人で、「園

で話したいが役員や0歳から入園している人たちでか

たまっており、途中入園の保護者は話に加わりにく

い」といった意見も聞かれた。保育者は保護者同士が

交流する場を提供し、子育ての情報を交換できるよう

な関係づくりを援助することが求められる。

　「その他」の情報の入手方法には、「回覧板・スー

パーに掲示してあるチラシ・保育雑誌」が挙げられ

た。

Figure.19　行事参加

Figure.20　絵本・玩具の貸出


















Figure.21　おしゃべりの場

Figure.22　親子遊びの活動

Figure.23　園以外の場での保育
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【17】保護者からの要望・意見など

①子育ての情報に関して

　保護者は子どもを入園させる幼稚園・保育所を決め

るさい、それぞれの園の情報を入手する必要がある。

しかし、ある保護者は、「市役所で保育所のパンフ

レットをもらったが、各園の特色が分からず困った」

と答えた。子育てで忙しい保護者にとって、一園一園

に電話をし、情報を入手するということは大変な手間

である。このように、市や園が発行するパンフレット

や情報紙には、保護者が必要とする子育ての情報が、

詳細に掲載されなければならない。

　また、子どもを幼稚園や保育所に入園させていない

保護者には、園で実施される「一般の親子向けの行

事」に関する情報が、入りにくい傾向にあった。園が

地域の子育てセンターとしての役割を果たすために

は、地域に住む保護者へ、より多く情報を発信してい

くことが求められる。

　さらに、保護者が様々な子育て支援活動に気兼ねな

く参加できるよう、子どもが泣いても気にしなくてよ

いことや、活動の内容によっては託児を準備して、広

報紙に記すことが求められる。

②子育て支援の場所に関して

　「保健センターなどで相談活動を行っているのは

知っているが、なかなか足が向かない」という保護者

は、子育て支援の場所が家から遠いことを理由として

挙げた。乳幼児を連れた保護者が子育て支援活動に参

加するためには、家の近くに支援場所があることが望

まれる。すなわち、子育て支援に取り組む幼稚園や保

育所、地域の施設の増加が期待される。

③子育てしやすい環境づくりに関して

　保護者が働きながら子育てをするには、子どもを安

心して預けられる環境を作ることが求められる。「子

どもが保育所に入所できるかとても不安である」とい

う保護者の声が聞かれたように、今後さらに、仕事と

子育てが両立しやすい子育て環境づくりに取り組んで

いかなければならない。

Ⅳ．考　察

　本調査で質問した子育て支援の内容では、いずれも

「必要がある」と回答した保護者の人数が、その子育

て支援に「参加したことがある」と答えた保護者の人

数を上回った。すなわち、全体的に保護者のニーズに

十分に応えられていない現状が示された。　

　なかでも、「子育て情報」は保護者全員が求めてい

たが、実際には、充分に情報を入手できていない状況

が見られた（Figure.10）。これは、「幼稚園・保育所

の園だより」によって子育て情報を入手している保護

者が最も多く、子どもが入園していない保護者は、情

報を入手しにくいためである。また市などの広報紙か

ら情報を得ている保護者もいたが、市が配布する保育

所の紹介パンフレットには、保護者が必要とする詳細

な情報が掲載されていないといった課題が見られた。

　今日、インターネットによって様々な子育て情報が

得やすくなっているが、紙面によって情報を収集する

保護者が最も多かった（Figure.24）。これは、子育て

中の保護者が、インターネットを通して情報を収集す

る時間的・精神的余裕がないことや、インターネット

を使う環境にない保護者がいることも考えられる。ま

た、本調査では保護者間のクチコミによって情報を収

集している保護者が少なかった。よって、保護者間の

ネットワークづくりを手助けすることも、子育て支援

として期待される。

　保護者が最も参加した経験のある活動が、園の「行

事参加」であった（Figure.19）。しかし、行事への単

発的な参加が、子育て支援として保護者に果たす役割

について検討する必要がある。たとえば、保護者は身

近な幼稚園や保育所の保育者を、子育ての相談相手と

して求めていたが、保育者に相談した経験をもつ保護

者は１人であった（Figure.6）。園行事に参加するの

みではなく、行事への参加をきっかけに、保護者が保

育者に子育ての相談をし、子育ての情報も得られるこ

とが求められる。

　幼稚園や保育所における子育て支援は、このような

保護者のニーズを踏まえることで、より多くの保護者

が参加しやすく、求める支援を提供することになる。

保護者のニーズに応えるためにも、幼稚園や保育所の

子育て支援の実態と課題を論文（2）・（3）で明らかに

し、さらに子育て支援のあり方について考察を深めた















Figure.24　子育て情報の入手方法
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い。
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【資料】

－質問項目－

１）お子さんの年齢と通園施設について教えてくださ

い。

第１子（　　歳　　か月）・第２子（　　歳　　か月）・

第３子（　　歳　　か月）【幼稚園・保育所・通園なし】

２）記入してくださっている方に当てはまるものに、○を

つけてください。

　①（　）10代　（　）20代　（　）30代

　　 （　）40代　（　）その他

　②お子さんとの関係（　）父　（　）母

　　（　）その他：[　　　　　　　  ]

　③お仕事はされていますか（　）はい（　）いいえ

　④出身地はどちらですか

　　（　）弘前市内　（　）弘前市以外の青森県内

　　（　）青森県外　　　

３）以下の子育て支援の項目について当てはまるもの

（支援を必要とする・必要としない）（参加したこ

とがある・参加したことがない）について○をつけ

てください。なお、参加したことがあると答えた方

は、「参加してよかった」と感じたことについて括

弧内にご意見をご記入ください。

１　幼稚園教諭・保育士による子育て相談

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

２　専門家による子育て相談

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

３　幼稚園教諭・保育士による子育て講座・講演会

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

４　専門家による子育て講座・講演会

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

５　子育て情報の提供

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

６　幼稚園・保育所での公開保育

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加   （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

７　父子交流の場

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

８　保育室開放

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

９　幼稚園・保育所での園庭開放

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

10  食育を意識した調理実習

　　必要と （　　する　　　・　　しない　）

　　参加   （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　  　】

11  子育てサークル

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

12　学童保育

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

13  弟妹保育

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）
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　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

14　行事参加

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

15　絵本・玩具の貸出

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

16　おしゃべりの場の提供

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

17　親子遊びの活動

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

18　幼稚園・保育所以外の場で行う保育

　　必要と（　　する　　　・　　しない　）

　　参加　 （　　ある　　　・　　ない　　）

　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

５）子育て支援の情報を、どのように手にしますか。利

用しているものの番号に○をつけてください。

　１　広報紙　　　　　２　幼稚園・保育所の園だより

　３　パンフレット　　４　ポスター

　５　インターネット　６　看板

　７　保護者間ネットワーク（クチコミなど） 

　８　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

６）その他、要望・意見等があればご記入ください。

付記

　本研究は、平成20年度あおもり県民政策研究の助成を

受けて実施された研究（「幼稚園・保育所における子育て

支援活動の実態と参加者のニーズに関する研究－東青津

軽地区を中心とした質問紙とインタビュー調査から」）の

報告書の一部に、加筆修正したものである。本論文の作

成にあたって、研究全体の構成は管田・増田・伴にて討

議され、インタビュー調査のデータについては、収集と

分析を管田・伴が担当した。また、本稿の執筆は全体の

討議を受けて管田が担当した。

  （2009．8．7受理）




